
内部留保金

資本剰余金＋利益剰余金＋退職給与引当金＋貸倒引当金

ＯＫＩの内部留保初めて平均賃金を上回る

２ ０ ２ １ 年 ２ 月 第 ３ ９ １ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

ホームページ 沖電気の職場を明るくする会

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２Ｆ 電話03（6421）5323

検索→

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

２
０
２
１
年

１
月
22
日
発
効

「
何
十
万
と
い
う
死
者
に
思
い
を

は
せ
、
完
全
廃
絶
ま
で
の
道
の
り
を

勇
気
を
持
っ
て
力
強
く
・
・
・
愛
お

し
い
死
者
と
と
も
に
歩
み
続
け
ま
し
ょ

う
」
と
被
爆
者
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん

核
兵
器
禁
止
条
約
発
行
を
記
念
し

て
開
か
れ
た
全
国
同
時
イ
ベ
ン
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
文
で

す
。
原
爆
の
惨
禍
の
体
験
者
と
し
て

世
界
各
国
で
証
言
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
サ
ー
ロ
ー
さ
ん
の
「
愛
お
し
い

死
者
た
ち
」
と
い
う
言
葉
に
、
広
島
・

長
崎
で
原
子
爆
弾
に
よ
り
一
瞬
に
し

て
命
も
日
常
も
奪
わ
れ
た
方
々
の
存

在
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
様
な
気
が

し
ま
し
た
▼
２
０
１
７
年
３
月
、
国

連
で
続
い
て
い
た
核
兵
器
禁
止
条
約

交
渉
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
日
本
政
府

代
表
の
席
に
置
か
れ
た
折
り
鶴
に
は

「
あ
な
た
が
こ
こ
に
い
て
ほ
し
い
」

と
書
か
れ
た
落
胆
と
非
難
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
同
年
７
月
に
国
連
総
会
で
こ
の

条
約
は
採
択
さ
れ
、
昨
年
10
月
24
日

に
発
効
要
件
の
批
准
国
が
50
カ
国
に

達
し
90
日
後
の
今
年
1
月
22
日
に
発

効
。
核
兵
器
の
開
発
、
保
有
、
使
用

等
を
禁
じ
「
核
兵
器
は
違
法
」
と
国

際
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
▼
世
論
調
査
で
は
約
７
割
の
人

が
条
約
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
の
に
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
の
政
府
は
こ
の
条
約
に
署
名
も
批

准
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
被
爆
者
や
平

和
団
体
は
日
本
政
府
に
禁
止
条
約
へ

の
調
印
、
批
准
を
求
め
る
署
名
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
被
爆
者
に
被
爆
地

に
背
を
向
け
る
政
府
の
態
度
を
変
え

さ
せ
る
運
動
を
、
世
代
を
超
え
て
さ

ら
に
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

花言葉：希望

ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ

生
活
は
大
打
撃

コ
ロ
ナ
禍
は
、
特
に
非
正
規

雇
用
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
女
性
・

若
者
に
大
打
撃
と
な
り
、
貧
困

と
格
差
を
広
げ
、
日
本
の
経
済

社
会
の
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）

性
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
ま

し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
海
外

頼
み
で
な
く
、
個
人
消
費
と
国

内
需
要
を
基
盤
に
置
く
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
経
済
社
会
へ
の

転
換
が
必
要
で
す
。

経
団
連
は
春
闘
方
針
「
経
営

労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告
」

で
、
在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク
の
広
が

り
に
乗
じ
て
労
働
時
間
の
管
理

を
や
め
、
も
っ
ぱ
ら
「
成
果
」

で
評
価
し
て
長
時
間
・
過
密
労

働
を
強
制
す
る
こ
と
を
狙
い
ま

す
。
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
な

い
「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
制
度
」
の

導
入
で
、
「
成
果
主
義
」
「
解

雇
自
由
」
を
本
格
的
に
持
ち
込

も
う
と
し
て
い
ま
す
。

８
時
間
働
け
ば

ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

賃
上
げ
に
背
を
向
け
る
経
団

連
に
対
し
て
、
全
労
連
・
国
民

春
闘
共
闘
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
内
部
留
保
を
還

元
す
る
よ
う
求
め
、
大
幅
賃
上

げ
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
１
５

０
０
円
の
実
現
、
雇
用
の
確
保

を
要
求
し
て
い
ま
す
。
「
８
時

間
働
け
ば
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る

社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

危
機
に
強
い
経
済
社
会
を
つ
く

る
上
で
も
差
し
迫
っ
た
国
民
的

な
課
題
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
連
結
、
内
部
留
保
金

一
人
あ
た
り
７
３
２
万
円

１
９
年
度
も
大
企
業
は
内
部

留
保
金
（
隠
し
利
益
）
を
増
加

さ
せ
過
去
最
高
を
更
新
（
２
面

参
照
）
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
も
本
体
で
一
人
当
た

り
７
３
２
万
円
と
従
業
員
の
平

均
年
収
（
７
１
６
万
円
）
を
初

め
て
上
回
り
ま
し
た
。
（
図
Ａ
）

労

働

者

の
犠

牲

と

大
企

業

優

遇
策

で

た

め
込
ん
だ
内
部
留
保
の
従
業
員

へ
の
還
元
が
不
可
欠
で
す
。

ひ
と
り
の
「
し
か
た
な
い
」

か
ら
、
み
ん
な
で
「
変
え
る
」

２
０
２
１
年
国
民
春
闘
は
、

「
ひ
と
り
の
『
し
か
た
な
い
』

か
ら
み
ん
な
で
『
変
え
る
』
」

が
合
言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
下
げ
・
雇
用
破
壊
・
労
働
強

化
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
共

に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「ＥＭＳ本庄・富岡工場の生産会社化

と750人超の転籍問題アンケート」

にご協力をお願いします。

携帯は右のＱＲコードで。

沖電気の職場を明るくする

会ホームページからもアン

ケートができます。

（図Ａ）

ＯＫＩは昨年12月16日の中央労使協議会で、突然ＥＭＳ

（受託生産）埼玉本庄工場・群馬富岡工場の関連子会社へ

の750人超の転籍を提案。生産機能の再編による基盤強化

と人件費などコスト改革が狙いとされています。

内容は賃金を1割ダウンさせて、1月から上司面談、2月

から人事・総務部との面談で、考える暇を与えず転籍（解

雇）を強要するものです。

従来の転籍は、出向期間（3年、5年まで延期可）を設け

ていました。今回は、労働組合・当事者との十分な協議も

無視するやり方で許されるものではありません。

転籍先の賃金制度等の労働条件の詳細も明示せず、21年

度中の変更も計画されています。雇用不安・生活不安、企

業内格差拡大の懸念が消えません。 少なくても対象者の疑

問に答え、転籍しない人の配置を明らかにし、自由意思

（転籍は本人同意がなければできない）で決められる環境

をつくるべきです。



２０２０年３月期 ２０２３年３月期
 （実績）   （目標）

売上高 ４,５７２億円 ４,６５０億円
営業利益     １６８億円      ２００億円
当期純利益     １４１億円      １２０億円
自己資本 １,０６２億円 １,１５０億円
自己資本比率 28.5% 30%
株主還元 ５０円配当/株 ３０%以上
自己資本利益率 13.7% 10%

コ
ロ
ナ
対
応
で

活
躍
す
る
Ａ
Ｉ

【
埼
玉
・
蕨
】

蕨
地
区
へ
勤
務
の
方
は

受
付
の
隣
に
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
多
く

の
方
が
気
付
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
技

術
ト
レ
ン
ド
の
上
位
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
技
術

が
コ
ロ
ナ
対
応
で
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。
一
部
の
店

舗
に
も
同
様
の
シ
ス
テ
ム

が
見
ら
れ
ま
す
。

映
像
か
ら
一
瞬
に
し
て
顔

の
位
置
を
認
識
し
マ
ス
ク

の
有
無
も
判
断
、
さ
ら
に

高
精
度
赤
外
線
セ
ン
サ
ー

で
離
れ
た
位
置
か
ら
も
瞬

時
に
体
温
を
測
定
し
入
場

可
否
判
定
を
す
る
優
れ
も

の
で
す
。
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
目
ま
ぐ
る
し
く
進
歩
す

る
Ａ
Ｉ
お
よ
び
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
技
術
の
幅
広

い
活
躍
を
期
待
で
き
ま
す
。

い
き
な
り
の
転
籍
は

認
め
ら
れ
な
い

【
群
馬
・
富
岡
】

正
月
明
け
の
１
月
13
日

突
然
、
工
場
長
か
ら
「
生

産
体
制
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
４
月
１
日
か
ら

富
岡
工
場
の
社
員
５
５
０

人
が
Ｏ
Ｔ
Ｍ(

沖
富
岡
マ
ニ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ)

へ
転

籍
す
る
と
い
う
計
画
で
す
。

職
場
で
は
、
寝
耳
に
水
の

話
に
、
大
き
な
不
安
と
怒

り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

組
合
と
協
議
中
に
も
関
わ

ら
ず
上
司
と
の
面
談
も
始

ま
り
、
転
籍
へ
の
話
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
面
談
し
て

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る

人
、
若
い
人
の
中
に
は
、

Ｏ
Ｔ
Ｍ
に
転
籍
す
る
の
な

ら
辞
め
る
と
い
う
声
も
出

て
い
ま
す
。
「
仕
事
の
や

る
気
を
な
く
し
た
」
「
一

割
ダ
ウ
ン
は
と
ん
で
も
な

い
」
「
組
合
は
な
ぜ
も
っ

と
早
く
情
報
を
知
ら
せ
て

く
れ
な
か
っ
た
の
か
」

「
会
社
は
口
頭
説
明
だ
け

で
資
料
は
何
も
な
い
の
か
、

不
誠
実
だ
」
「
『
モ
ノ
づ

く
り
の
職
場
を
元
気
に
』

と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
机

上
の
生
産
見
直
し
で
な
く
、

現
場
に
足
を
運
べ
！
」
な

ど
、
会
社
の
掲
げ
て
い
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
呆
れ
る
提

案
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本

気
で
「
元
気
な
職
場
」
に

す
る
な
ら
、
賃
金
ダ
ウ
ン

な
ど
労
働
条
件
の
引
き
下

げ
な
ど
で
き
な
い
は
ず
で

す
。
提
案
は
再
検
討
す
べ

き
で
す
。

あ
ま
り
に
も
突
然
な
話
に

不
安
だ
け
が
つ
の
る

【
埼
玉
・
本
庄
】

富
岡
工
場
と
同
様
に
、

Ｅ
Ｍ
Ｓ
本
庄
工
場
か
ら
Ｏ

Ｊ
Ｉ
Ｐ
（
沖
ジ
ェ
イ
ア
イ

ピ
ー
）
へ
２
０
２
名
の
転

籍
を
す
る
と
い
う
計
画
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
転
籍

ま
で
２･

５
ヵ
月
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
「
Ｊ
Ｉ
Ｐ
が
１

９
年
前
、
設
立
さ
れ
た
時

は
提
案
か
ら
転
籍
ま
で
４

カ
月
近
く
あ
っ
た
。
対
象

職
場
の
労
働
者
が
要
望
書

を
作
り
連
名
で
組
合
に
提

出
を
し
、
労
働
条
件
も
一

部
改
善
が
さ
れ
た
」
「
賃

金
一
割
ダ
ウ
ン
に
、
若
い

人
は
辞
め
る
人
も
出
る
の

で
は
、
で
も
い
ま
の
雇
用

状
況
じ
ゃ
」
「
来
年
度
に

は
、
賃
金
制
度
を
変
え
る

と
会
社
は
言
っ
て
い
る
ら

し
い
か
ら
そ
の
先
が
ど
う

な
る
か
」
「
い
ま
の
給
料

体
系
が
生
産
現
場
に
合
わ

な
い
、
一
割
ダ
ウ
ン
で
出

向
も
な
く
、
即
転
籍
と
い

う
の
は
生
産
現
場
を
あ
ま

り
に
も
軽
く
扱
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。

※
１
の
続
き

（
２
０
２
１
年
４
月
１
日

統
合
予
定
の
生
産
工
場
）

◎
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ト
ラ
ス
テ
ッ
ク
＋
沖
プ

リ
ン
テ
ッ
ド
サ
ー
キ
ッ
ト
＋
沖
サ
ー

キ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

◎
長
野
沖
＋
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ハ
イ
テ
ッ
ク

＋
Ｏ
Ｋ
Ｉ
東
邦
電
子
＋
沖
電
気
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ

◎
埼
玉
・
Ｅ
Ｍ
Ｓ
本
庄
工
場
＋
Ｏ

Ｋ
Ｉ
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー

◎
群
馬
・
富
岡
工
場
＋
Ｏ
Ｋ
Ｉ
富

岡
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２１年 ２月 第３９１号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
５
３
回

構
造
改
革

分
割
・
別
会
社
化
か
ら
一
転

統
合
・
合
併
・
吸
収
が
加
速

内
外
の
子
会
社
７
３
社
す
べ
て
連
結
決
算
へ 内部留保金：財務省「法人企業統計」から資本金10億円以上の金融・

保険業を含む全企業の推移。企業利益から法人税や株主配当を払った

利益の累積金額

実質賃金：厚生労働省「毎月勤労統計調査」の実質賃金を国税庁

「民間給与実態統計調査」により実額化した数字。本グラフは2018年

の年間平均賃金（４４１万円）を起点とした数字。物価変動加味した

過去１１年間の実態 賃金抑制 法人税負担軽減などの優遇で

大
企
業
の
内
部
留
保

連
続
し
て
最
高
更
新

２
０
１
９
年
度
も
前
年
比
10
兆
円
増
加

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

労
働
者
に
還
元
を

リソース（資源）のシフト（変更）

成長戦略の一つに事業のポートフォ

リオ（構成）の再構築が挙げられてい

ます。柱は「海外戦略の抜本見直し」

「プリンター事業会社（ＯＫＩデータ）

の本社統合」と「メカトロ（ＡＴＭな

ど）・プリンター・ＥＭＳ（受託生産）

の３事業の統合 」の３本です。

既に中国でのＡＴＭ製造は撤退し、

１2月に、生産子会社統合／再編案が

労働組合に提案されました。１面掲載

の富岡・本庄地区の転籍提案にも社員

の将来不安が拡大しています。

連結決算の子会社数

【主な吸収・合併・譲渡 など】

2018年～2020年 合併後の新会社名

■オーケーエンタープライズ⇒沖ウインテックに吸収 ■ＯＫＩ

データ・インフォテック⇒ＯＫＩデータに吸収 ■沖アドバンス

トコミュニケーション⇒ＯＫＩソフトに吸収 ■オービーシー・

ワークス⇒ＯＫＩプロアシストに吸収 ■ＯＫＩジャイネットサ

プライ⇒沖電気カスタマアドテックに吸収

海外＝ＯＫＩデータヨーロッパ、ＯＫＩベトナム，オリガミブ

ラジルなど新設、一方で4社を売却、清算 ■沖電気カスタマア

ドテック＋沖ウインテックは合併してＯＫＩクロステックに

■テイー・アイ・イー＋高崎精密＋富岡電子⇒ＯＫＩ富岡マニュ

ファクチャリングに ■エム・エル・サプライ⇒ＯＫＩデータ

ＭＥＳに吸収 ■沖電線サービス⇒沖電線に吸収 ■ＯＫＩメタ

ルテック＋ＯＫＩテクノパワー⇒ＯＫＩシンフォテックに ■Ｏ

ＫＩプロサーブなどの物流部門をドイツのＤＨＬグループに売却

【2021年計画】 事業の吸収合併が続く（※１へ）
■長野沖電気⇒沖電気コミュニケーションシステムズが吸収

■沖プリンテッドサーキッド⇒ＯＫＩサーキットテクノロジーが

吸収 ◎ＯＫＩデータ（特定子会社）⇒ＯＫＩ本体が吸収

★ＡＩエッジ：クラウド側で行っていた予測をエッ

ジデバイス側（末端の機器）で行うようにしたＡＩ

★自己資本比率：自己資本÷総資本

沖電気の経営計画（２０２３年３月期目標）

ＡＩエッジ技術を成長戦略に
営業利益２００億円 自己資本比率３０％


